
一緒に食べると美味しいね
〇ねらい 保育者に見守られながら存分に食べて満足をする。

保育の振り返り

秋の気持ちよい気候の中で、園庭で元気に遊んだり、体を動かして段差のある遊びも楽しみながら元気に過ごしていま
す。戸外あそびでのブームは築山登り。初めは保育者と手を繋いで、山を登っていましたが、自分でしたい気持ちが強
くなり、手をつき、足で踏ん張りながら登る姿が見られます。身体をいっぱい使い、その後の給食を楽しみながら食べ
ていけるようにしている毎日です。保育室にいると、給食の先生が「準備するね」「ご飯出来たよ」と声をかけてくれ、
子ども達も『マンマ』と言ったり、興味いっぱいです。手掴みやスプーンで、自分の口まで運ぶ姿がよく見られていま
す。保育者だけでなく、給食の先生方にも『いっぱい食べてね』『上手！上手！』と言ってもらえることも嬉しいよう
です。食材を触る、舐めてみることも大切にしながら、保育者が『美味しいね！』励まし、楽しい給食の時間となるよ
うに、これからも沢山遊んで、お腹がすいた、『給食嬉しい』・『先生や友達と一緒に食べたいな』と思えるような言
葉かけやかかわりを大切にしながら一緒に過ごしていきたいです。

(健康な心と体、豊かな感性と表現、言葉による伝え合い、自立心、社会生活との関わり)
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